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府を通じてドイツ公使館に売却された。また、向野は日本政府より義和団事件

の賠償金を受け取った。その結果、向野は負債を完済でき、なおも多額の資金

を手元に残した。負債問題の処理では、次兄の助言と資金援助も有益であった。

日露戦争後、向野は再び渡清し、陸軍省より遼西物資調査を命じられ、盛京（現

遼寧省）新民府に赴き物資輸送に従事した。その後、向野は親族より資金を調

達し、新民府において有益公司を起業、陸軍御用達の輸送及び仲買業を経営し、

商域を牛売買の畜産業に拡大させていった。しかし、牛売買は成功せず、次兄

の箴言を受け、新民府から奉天へと移り捲土重来を期した。 
第５章では、日露戦争後に新民府をへて奉天（現瀋陽）へと向かう向野堅一

の動向が論じられる。１９０６年に向野は奉天府城小西門外に茂林館（茂林洋

行）を開いた。当初、茂林洋行は陸軍との強固な関係を持ち、撫順産石炭の独

占的販売と土木請負業・住宅建設・住宅賃貸を始めた。奉天において、向野は

中国人商人と共同出資し、日本陸軍と中国官憲の許可を得て、村田銃の取引と

軍用品の払い下げを行った。茂林洋行は硝子製造業（１９０８年）・帝国生命保

険代理店・米国ギルモア石油会社総販売店（１９２５年）・ドライクリーニング

洗張染色業（１９３１年）と事業内容を多様化・拡大させていった。向野堅一

の経済活動で特記すべきは、１９０６年における正隆銀行の設立である。正隆

銀行は最初の日清合弁の銀行であるゆえ、先行研究も多い。本論文では、向野

堅一記念館架蔵の未使用史料を発掘し、その設立の経緯を解明している。正隆

銀行の設立には向野の日清貿易研究所の同学と中国人商人趙國鋌が主に出資

し、橫濱正金銀行も関与した。 
第６章では、１９１６年の正隆銀行所有株の整理売却、奉天での多様な事業

の起業、奉天商業会議所の副会頭就任、第一次世界大戦後の戦後不況で苦悩す

る諸相が議論される。この時期、向野は茂林洋行の他に、奉天製氷社・満洲市

場株式会社・奉天化学工業株式会社・満洲倉庫株式会社・瀋陽建物株式会社等、

多種多様な業種を起こし経営に従事した。さらに内モンゴルでの石油販売も企

図した。向野の奉天日本人商工業者の間での評価は高く、１９１７年から１９

２２年の６年間、奉天商業会議所副会頭を務め、奉天銀行・奉天倉庫信託株式

会・奉天製氷株式会社・満洲オフセット株式会社の監査役にも就任し、奉天日

本人経済界の重鎮となった。大正期になると、向野は陸軍ではなく、南満洲鉄

道株式会社（満鉄）との関係を強化し、在奉天日本人向けの小売市場である満

洲市場株式会社を設立した。１９２０年代に入ると、第一次世界大戦後の不況、

及び張作霖・張学良政権による奉天票乱発の影響を受け、満洲地域の経済は大

混乱に陥り入り、戦時中の好況期に設立された中小の企業・商店は次々と倒産

へ追い込まれたが、向野は不動産の売却で苦境を乗り切った。さらに１９２９

年に始まる世界大恐慌の悪影響も堅実な経営で対処した。満州事変前日の１９

３１年９月１７日に向野堅一は東京でその生涯を閉じた。 
 結論では、経済人向野堅一の特質が論じられる。向野堅一は日本人としては

日清戦争以前に渡航し、漢語と商業実務の習得から開始して、中国東北地域を

基盤に実業を展開し、奉天日本人実業界の形成に貢献した開拓者・先駆者であ

った。向野の中国東北地域での実業展開は北部九州・福岡県筑豊地域の動向と

も密接に連動していた。向野堅一は筑豊という地域を背景として登場し、筑豊

に基盤を持つ父兄と密接に連携して経済活動を展開した。 
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る具体像を把握することが可能である。本論文における向野堅一の経済活動に

おいて、とりわけ重要なのは正隆銀行の設立に関する部分である。これまで正

隆銀行の研究は外務省外交史料館の外交記録に依拠し、当該銀行が初めての日

中合弁銀行であることを明らかにしてきた。本論文では、正隆銀行設立時の一

次記録を用いて、設立の経緯・日中資本の出資比率・橫濱正金銀行の関与等が

解明されており、日本近代経済史に新たな知見を示している。村田銃の取引に

おいても、漢語の契約書が使用されており、一次史料の存在と解読が研究を前

進させている。向野堅一の事業展開は、商業から始まり製造業・洗衣業まで多

種多様な業種に拡大してゆくが、これより起業から創業へと発展してゆく在中

国東北地方の日本人実業家像を理解することができる。執筆者の向野堅一の経

済的活動を追跡する視線は冷徹であり、第一次世界大戦後の不況等も十分に見

据え、単なる一実業家の顕昭的評伝とはなっていないことも重要な評価点であ

る。 
同時に本論文には次の諸点で発展が求められる。第一に向野堅一の経済的活

動を明らかにするには、三井や三菱等の財閥系経済人も含めた他の日本人実業

家との比較が不可欠であるが、本論文では向野堅一の考察に終始し、対比的な

論究が少なく、これが向野堅一の評価をやや平板なものにしている。第二に、

向野が現地の中国人とどのような関係を形成し経済活動を展開したのかについ

ては、趙國鋌の事例を除いて考察されておらず、向野の経済活動と中国社会と

の関係や中国社会の反応は判然としない。第三に向野堅一の企業経営の特質に

ついての言及が乏しい。多種多様な業種を手がけ、一見すると危険回避の戦略

とも見受けられるが、重役や従業員の出身・構成等の経営に立ち入った分析が

求められる。 
しかしながら、上記の問題点は今後における研究上の課題であり、本論文の

評価を低下させるものでない。本論文は、向野堅一という人物の経済的活動を

明らかにすることによって、明治期から昭和初期に中国に渡航して学び起業し、

業務を拡大しつつ、幾多の困難に直面し、かつそれに対処した近代日本人実業

家の個別事例研究として、中国近代史と日本近代史の二つの分野で高い評価を

獲得するに値する。 
２０１６（平成２８）年３月３日に、北九州市立大学北方キャンパス３号館

３２８号教室において、審査委員全員出席のもとで最終試験を実施して学力を

確認し、論文の説明を受け、質疑応答後に全員一致で当該論文が博士(学術)と
して十分な内容であると判定した。 
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